７月９日（月）朝礼

　先週は梅雨前線の活動が活発になり、雨が降り続き、西日本を中心に記録的な豪雨になりました。

　多いところでは、１時間に１０８㎜。つまり、バケツなどの入れ物を何か置いておくと、１時間におよそ１１ｃｍの水がたまるということです。それがバケツだけでなく、あたり一面に降るわけです。そして、３日間の７２時間では、なんと１２０３．５㎜、１ｍ２０ｃｍも入れ物にたまるというすごい量の雨が降りました。低学年の人たちは、水の中にすっぽり入ってしまうような雨量でした。

　

　やっと雨が上がった昨日。被害の状況が次々と明らかになり、今朝のニュースでは、死者が８８名、行方不明者が３８名と、多くの人の命が犠牲になったと報じられました。　懸命の救助が進められていますが、まだまだ、これから被害状況が拡大する可能性もあります。亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、被害にあわれた方へお見舞いの気持ちをおくりたいと思います。

　みなさんもテレビで、濁流にのまれないように、必死で２階建ての家の屋根の上で救助を待つ人たち、病院の屋上で車いすの人たちと一緒に救助を求める姿、車に閉じ込められたおじいさんを、自分自身も胸まで濁流に浸かりながら、窓から救助している一般男性の姿を見た人も多いと思います。また、自宅から離れたところにいた男性が、家族と連絡が取れず不安な気持ちで自宅に戻ってきたら、崩れて土砂の中に埋まっている自宅を発見。「何とか生きていてくれたら…」と悲痛な表情で話す姿に、胸が痛くなりました。自然災害の前では、人間は何もできないと、自然の恐ろしさを実感させられました。

　しかし、こんな大きな災害で、同じような地域でも生と死を分けた人たちがいます。

そのちがいは何だったのでしょう。先生は、その時その時の判断もそのちがいのひとつだったと感じます。

　避難勧告が出た時に、「雨はやまないけれど、とりあえず安全な場所に避難しよう」と判断した人と、「雨も降っているし、まだ、大丈夫そうだから家にいよう」と判断した人。

同じ状況でも、ちがう判断をして行動した人がいると思います。その判断がとても大切だと思いました。

『最悪を想定し、最善を尽くす』ということばがあります。こと、命に関することには、最悪を想定しながら判断し、最善の行動がとれるようにならなければならないと思います。

　みなさんも、この災害のニュースを他人ごとだととらえず、「もしこの地区が災害に見舞われたら」という視点で考えててほしいと思います。この地区も、とても低い土地です。近くに大きな川が何本もあります。また、東海・東南海地震も、何十年のうちには発生するともいわれています。

　「自分の命は自分で守る」そのために必要な判断力を、高めていかなければならないと思います。また、日頃みなさんは、学校生活で「集団で動くこと」を勉強しています。非常事態が起きた時に、先生の指示をきちんと聞いて、行動できるようにするためには、日頃から、当たり前のことを当たり前できるということが大前提だと思います。授業中はもちろんのこと、休み時間、給食、掃除の時間などはどうでしょうか。先生の指示をしっかり聞いて落ち着いて行動できているでしょうか。

　

　今一度自分の日頃の生活を見直し、命を守ることができる判断力と行動力を身に付けた草平っ子になってほしいと願っています。

　夏休みまであと２週間です。暑さも厳しくなってきました。健康に気を付けて過ごしましょう。
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